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2
議会を傍聴して は、いただいた傍聴アンケートを基本的に原文のまま掲載しています。
（個人を特定できる表記は除いています）

しかし、毎年15億円の借金返済がしばらく続く
財政は前年度よりやや改善

　

９
月
会
議
で
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
一
般
会
計
決
算
お
よ
び

各
特
別
会
計
決
算
な
ら
び
に
水
道
事
業
会
計
決
算
、
下
水
道
事
業
会
計
決
算
は
、

10
月
集
中
的
に
審
議
さ
れ
た
。

　

11
月
10
日
の
本
会
議
で
は
、
委
員
長
報
告
に
基
づ
き
質
疑
、
討
論
、
採
決
が

行
わ
れ
、
各
会
計
決
算
は
認
定
さ
れ
た
。
大
原
清
明
委
員
長
が
、
同
日
の
議
長

選
挙
に
お
い
て
議
長
に
就
任
し
た
た
め
、
決
算
報
告
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
質

疑
に
つ
い
て
は
、
浦
中
隆
男
副
委
員
長
が
務
め
た
。

　

例
年
12
月
に
行
わ
れ
て
い
た
決
算
認
定
を
１
カ
月
早
め
た
の
は
、
決
算
審
査

の
指
摘
が
令
和
３
年
度
予
算
編
成
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
の
も
の
だ
っ

た
。

 

一
般
会
計
の
歳
入
決
算

額
は
１
０
８
億
１
４
８
８

万
２
千
円
、
歳
出
決
算
額

は
１
０
４
億
１
２
３
７
万

円
、
歳
入
歳
出
差
引
４
億

２
５
１
万
２
千
円
と
な
っ

た
。
実
質
収
支
は
３
億
８

１
５
７
万
５
千
円
の
黒
字
、

単
年
度
収
支
は
１
億
４
６

４
２
万
３
千
円
の
黒
字
、

一
般
会
計
の
実
質
単
年
度

収
支
は
５
億
９
１
６
２
万

円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

　

合
併
後
、
10
年
間
保
障

さ
れ
て
い
た
交
付
税
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
減
少
し

た
が
、
本
町
は
過
疎
債
を

活
用
し
公
共
投
資
を
抑
制

せ
ず
運
営
し
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
本
町
は
普
通
会

計
ベ
ー
ス
で
、
毎
年
約
15

億
円
の
公
債
費
償
還
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

公
共
投
資
の
総
額
抑
制
を

行
い
な
が
ら
予
算
を
組
む

必
要
が
あ
る
。

財
政
健
全
化

　

町
補
助
金
・
委
託
料
・

借
地
料
の
内
容
を
精
査
・

検
討
し
、
支
出
の
削
減
に

努
め
ら
れ
た
い
。
多
額
の

不
用
額
に
つ
い
て
は
、
目

標
金
額
を
設
定
し
縮
小
す

る
と
と
も
に
、
不
執
行
額

に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
の

予
算
要
求
時
に
削
減
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

文
化
財
保
護
の

拠
点
施
設

　

文
化
財
保
護
の

拠
点
施
設
を
早
期

に
決
め
る
と
と
も

に
、
世
界
遺
産
の

保
全
や
文
化
財
等

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

強
め
、
問
題
の
早

期
発
見
に
努
め
る

こ
と
を
求
め
る
。

地
域
公
共
交
通
等
の

充
実

　

バ
ス
停
に
行
け
な
い
人

や
、
高
齢
化
に
伴
い
免
許

証
を
返
納
し
た
人
な
ど
交

通
弱
者
に
対
す
る
実
態
調

査
を
求
め
る
。
ま
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

改
善
と
と
も
に
ド
ア
・

t
o
・
ド
ア
の
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
な
ど
の
対
策
や
、

福
祉
有
償
運
送
の
早
期
実

施
を
求
め
る
。

決算審査特別委員会
副委員長 浦 中 隆 男

一
般
会
計
決
算
の
特
徴

一
般
会
計
に
お
け
る

　
　
　
　
　

指
摘
事
項

平成31年度（令和元年）決算審査特別委員会　委員長報告

橋本市「ＮＰＯ法人ささえあい橋本」の福祉有償運送橋本市「ＮＰＯ法人ささえあい橋本」の福祉有償運送橋本市「ＮＰＯ法人ささえあい橋本」の福祉有償運送
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3
今回の議長選挙はとてもよかったと思う。不正や悪い習慣を町民が知ることが大事、
それによってよりよいものになっていくと思う。（30代男性）議会を傍聴して

4億6487万3千円

20億3521万1千円

37億4353万円

7億
8980万円

8億
251万1千円

10億6129万2千円

1億6417万7千円

8億9980万円

13億1856万1千円 歳 入

歳 出

町民税・固定資
産税などの税金

自治振興・
選挙など

国からの普通交付
税・特別交付税

基金からの
繰り入れ

国からの補助金
県からの補助金

借入金

13億7137万円

27億7817万7千円

6億6588万1千円

4億2631万円
1億2958万9千円

11億2906万7千円

8億4577万9千円

19億3532万2千円

6億6600万2千円

108億1488万2千円
104億1237万円

一般
会計

農林業振興など
商工・観光振興など

道路・公園の整備など

消防・救急など

小中学校・生涯教育など

町債（借入金）の返済

保健・ごみ・し尿など

福祉・医療など

町民のくらしに関わる決算の内訳
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議会傍聴の機会を頂き、ありがとうございました。（70代女性）議会を傍聴して 4

5204
万円

かつらぎ体育センター
改修事業
年間約1万7000人
が使用する体育施設

子ども医療費
支給事業
議員提案により実現した
18歳まで医療費無料

かつらぎ西部公園
整備事業
クラブハウス施設の完成

1億
3029
万円

2億
7139
万円

２トン塵芥収集車２トン塵芥収集車２トン塵芥収集車

2666
万円

消防ポンプ自動車等購入事業
・消防ポンプ自動車１台・消防ポンプ自動車１台（妙寺）妙寺）
・小型動力ポンプ積載車２台・小型動力ポンプ積載車２台
　　第１分団第７部　　第１分団第７部（丁ノ町）丁ノ町）
　　第６分団第３部　　第６分団第３部（平沼田）平沼田）
・小型動力ポンプ２台　・小型動力ポンプ２台　
　　第２分団第２部　　第２分団第２部（東柏木）東柏木）
　　第７分団第３部　　第７分団第３部（新城）新城）

・消防ポンプ自動車１台（妙寺）
・小型動力ポンプ積載車２台
　　第１分団第７部（丁ノ町）
　　第６分団第３部（平沼田）
・小型動力ポンプ２台　
　　第２分団第２部（東柏木）
　　第７分団第３部（新城）

3287
万円

ごみ収集車両購入事業
・軽トラック１台
・軽ダンプ１台
・２ｔ塵芥収集車３台
・２ｔ分別回収車２台

完成したクラブハウス完成したクラブハウス完成したクラブハウス

消防ポンプ自動車消防ポンプ自動車
第１分団第１部機動隊第１分団第１部機動隊（妙寺）11月29日配備妙寺）11月29日配備
消防ポンプ自動車
第１分団第１部機動隊（妙寺）11月29日配備２ｔ塵芥収集車２ｔ塵芥収集車２ｔ塵芥収集車



議会だよりかつらぎ
2021.2.1　88号

決算審査

5
農業は後継者が少なくなっています。補助支援、若者支援を利用して、フルーツの
特色をいかしたブランド商品を作っていく必要があると思います。（70代女性）議会を傍聴して

来年度予算に反映できるよう

決算審議を早める

質
疑

委
員
長
報
告
に
対
す
る

　
　
　

決
算
審
査
特
別
委

員
会
の
目
的
は
。
審
査
日

程
が
例
年
よ
り
１
カ
月
あ

ま
り
早
期
に
審
議
し
た
理

由
は
。

副
委
員
長　

住
民
の
福
祉

向
上
に
向
け
た
評
価
と
次

年
度
の
予
算
に
反
映
す
る

こ
と
が
目
的
。
来
年
度
予

算
編
成
に
反
映
で
き
る
よ

う
例
年
よ
り
早
く
取
り
ま

と
め
た
。

問

　
　
　

町
の
姿
勢
と
し
て

不
用
額
に
対
す
る
態
度
に

つ
い
て
変
化
は
あ
っ
た
か
。

副
委
員
長　

町
長
が
変
わ

っ
た
か
ら
変
化
が
あ
っ
た

と
い
う
感
じ
は
な
か
っ
た
。

不
用
額
は
２
％
程
度
に
抑

え
た
い
と
い
う
回
答
が
あ

っ
た
。

問
　
　
　

不
用
額
増
の
原
因

と
分
析
は
。

副
委
員
長　

入
札
差
金
、

予
算
節
約
、
見
込
み
規
模

の
減
少
、
不
執
行
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

問
　
　
　

目
標
金
額
を
設
定

す
る
と
は
、
不
用
額
を
例

え
ば
３
億
円
あ
っ
た
も
の

を
２
億
円
に
す
る
と
い
う

こ
と
か
。

副
委
員
長　

そ
の
と
お
り

で
あ
る
。
今
ま
で
２
％
台

だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
31

年
度
決
算
で
は
３
・
７
％

に
増
え
て
い
る
か
ら
だ
。

問

　
　
　

町
補
助
金
の
見
直

し
の
方
向
は
。

副
委
員
長　

団
体
補
助
の

減
額
す
べ
き
時
期
に
き
て

い
る
。
町
当
局
か
ら
は
、

令
和
４
年
度
を
目
指
し
、

団
体
補
助
を
事
業
費
補
助

に
変
え
て
い
き
た
い
と
い

う
回
答
が
あ
っ
た
。
前
向

き
な
方
向
に
な
っ
た
。

問

不
用
額
目
標
設
定

　
　
　

議
会
は
、
自
宅
か

ら
目
的
地
ま
で
自
由
に
行

け
る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

の
必
要
性
を
示
し
、
実
態

調
査
を
求
め
て
い
る
が
。

副
委
員
長　

実
態
調
査
が

一
番
の
基
本
に
な
る
。
町

も
実
態
調
査
を
す
る
と
答

弁
し
た
。

問 交
通
弱
者
調
査
を

町
補
助
金

　
　

見
直
し
へ

　
　
　

空
き
家
対
策
は
、

今
後
、
国
の
補
助
金
を
活

用
す
る
方
向
な
の
か
。

副
委
員
長　

補
助
金
を
活

用
す
る
に
は
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
に
計
画

を
盛
り
込
む
必
要
が
あ
る

と
回
答
が
あ
っ
た
。
除
去

補
助
金
の
創
設
を
検
討
す

る
と
な
っ
て
い
る
。

問

　
　
　

文
化
財
を
保
存
す

る
拠
点
施
設
を
早
急
に
決

定
す
る
件
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

副
委
員
長　

町
は
拠
点
施

設
を
ど
う
す
る
か
検
討
中
。

ど
の
施
設
か
と
い
う
議
論

は
な
か
っ
た
。

問

空
き
家
対
策
に

　
　
　

補
助
を

か
つ
ら
ぎ
町
は

　
　

文
化
財
の
宝
庫

　
　
　

都
道
府
県
単
位
化

に
移
行
し
て
、
基
金
に
多

額
の
財
源
を
積
み
上
げ
る

必
要
が
な
く
な
っ
た
。
基

金
を
活
用
し
て
税
負
担
の

抑
制
を
図
る
の
は
当
然
。

町
の
認
識
は
。

副
委
員
長　

委
員
会
で
は
、

保
険
税
の
抑
制
に
つ
な
げ

る
べ
き
と
い
う
意
見
が
あ

っ
た
。

問 国
民
健
康
保
険
事
業
の

　

恒
久
的
な
制
度
継
続
を

完
成
イ
メ
ー
ジ
図

完
成
イ
メ
ー
ジ
図

文
化
財
展
示
に
向
け
て
の
流
れ
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町のかかえている身近な問題を傍聴でき、たいへん有意義な時間でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代女性）議会を傍聴して 6

討 

論

討 

論

討 

論

一
般
会
計

後
期
高
齢
者

医
療
事
業

特
別
会
計

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
予
算
が
組
ま
れ
ず
、
ま

ち
づ
く
り
の
輪
郭
も
明
確

に
な
ら
な
い
予
算
だ
っ
た

し
、「
行
財
政
の
効
率
化
」

と
い
う
基
本
を
踏
み
外
し

会
計
が
悪
化
し
た
。
８
年

間
の
町
政
運
営
に
も
多
く

の
問
題
が
あ
っ
た
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

　

社
会
保
障
費
は
６
年
連

続
削
減
さ
れ
た
上
、
今
年

度
は
１
２
０
０
億
円
削
減

さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
保

険
料
の
均
等
割
の
９
お
よ

び
８
・
５
割
軽
減
が
10
月

か
ら
廃
止
さ
れ
、
さ
ら
に

多
く
の
年
金
受
給
者
は
、

消
費
税
増
税
と
年
金
受
給

削
減
の
直
撃
を
受
け
た
。

制
度
を
廃
止
す
べ
き
。

《
反
対
》
宮
井
健
次
議
員

　

県
下
全
体
で
の
事
業
で

あ
り
、
黒
字
決
算
で
あ
る
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療

を
受
診
で
き
る
、
安
定
的

で
恒
久
的
な
制
度
継
続
を

願
う
。

《
賛
成
》
氏
岡　

誠
議
員

水
道
事
業
会
計

　

上
水
道
は
黒
字
、
簡
易

水
道
事
業
は
赤
字
と
な
っ

た
。
将
来
的
な
経
営
不
安

は
隠
せ
な
い
。
必
然
的
に

水
道
料
金
の
値
上
げ
が
懸

念
さ
れ
る
。
60
年
前
の
水

道
法
施
行
時
に
立
ち
返
っ

て
、
安
全
で
安
定
し
た
水

を
供
給
す
る
と
い
う
憲
法

第
25
条
の
生
存
権
を
保
障

す
べ
き
。

《
反
対
》
宮
井
健
次
議
員

賛
否
が
分
か
れ
る

賛否が分かれた決算は９会計中４会計

（注）大原清明議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対　欠は欠席

会　　計　　名 議員名
結果

一般会計

福
井

松
岡

藤
本

小
林

福
岡

氏
岡

新
堀

浦
中

赤
阪

東
芝

宮
井

溝
北

大
原

○○欠○×○○○○××○－

○○欠×○○○○○○○○－

○○欠○×○○○○××○－

○○欠○×○○○○××○－

８対3で認定

10対1で認定

８対3で認定

８対3で認定

平
成
31
年
度
決
算

国民健康保険天野診療所
事業特別会計
後期高齢者医療事業
特別会計

水道事業会計

「議会だより かつらぎ」表紙写真を募集
内容 町内で撮影された人物やイベントの写真
方法 住所・氏名・連絡先やタイトルなどを記入しメールなどで応募が可能です
詳しくは かつらぎ町議会事務局（〒649-7192　かつらぎ町丁ノ町2160番地）

電話：0736-22-0300㈹　FAX：0736-22-0604
ホームページ：http://www.town.katsuragi.wakayama.jp/gikai/

ケイタイからも応募が可能です。
あなたの記念の一枚！
お待ちしています。



議会だよりかつらぎ
2021.2.1　88号

請願

7
地域通貨発行の分析はおもしろかった。
幅を拡げては難しいことでもある。（70代女性）議会を傍聴して

「議事録及び音声データの
　公開・開示に関する請願」は継続審査

　

現
在
議
会
お
よ
び
各
委
員
会
の
内
容
を
電
子
記
録
媒

体
等
で
記
録
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
議
会
・

各
委
員
会
に
お
け
る
議
員
お
よ
び
町
行
政
担
当
者
に
よ

る
発
言
が
後
日
確
認
で
き
な
い
。
議
事
録
の
公
開
は
さ

れ
て
い
る
が
、
公
開
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
が
長
く
、
い

ち
早
く
議
会
・
委
員
会
の
内
容
を
確
認
し
た
い
と
望
む

有
権
者
に
は
、
そ
の
議
事
録
お
よ
び
音
声
デ
ー
タ
を
公

開
・
開
示
す
べ
き
で
あ
る
。

請
願
書
の
内
容

　

議
会
改
革
と
し
て
の
情
報
公
開
は
、
情
報
弱
者
へ
の

対
応
と
と
も
に
、
も
っ
と
早
く
開
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

会
議
等
で
の
合
意
内
容
の
周
知
に
は
議
会
だ
よ
り
し
か

な
く
、
詳
細
ま
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。

趣
旨
説
明
（
請
願
者　

表
具 
弘
）

公
開
・
開
示
の
現
状

審
査
で
の
意
見

　

本
会
議
は
作
成
後
公
開
、

各
委
員
会
は
要
点
筆
記
で

開
示
請
求
に
対
応
。

議
事
録

　

議
事
録
を
作
成
す
る
補

助
的
な
記
録
で
、
会
議
録

が
完
成
す
れ
ば
廃
棄
し
公

開
・
開
示
は
し
な
い
。

音
声
デ
ー
タ

　

本
会
議
の
議
事
録
の

開
示
に
は
期
日
を
決
め

る
必
要
が
あ
る
。

　

音
声
の
開
示
に
は
、

発
言
の
取
り
消
し
も
あ

る
の
で
、
議
長
の
判
断

と
一
定
の
条
件
も
必
要

で
あ
る
。

　

本
会
議
も
委
員
会
も

関
係
な
く
公
開
す
る
。

そ
の
た
め
に
具
体
的
な

取
り
組
み
が
大
事
で
あ

る
。

　

常
任
委
員
会
は
所
管

の
事
務
調
査
で
委
員
が

自
由
に
発
言
し
て
い
る
。

マ
イ
ク
設
備
が
な
け
れ

ば
誰
が
発
言
し
た
か
現

状
の
録
音
で
は
聞
き
取

り
に
く
い
。

　

委
員
会
の
録
音
に
よ

る
議
事
録
の
作
成
に
は
、

行
政
の
専
門
用
語
が
理

解
で
き
る
専
門
の
ス
タ

ッ
フ
を
増
や
す
な
ど
、

事
務
局
体
制
の
充
実
が

必
要
で
あ
る
。

　

今
の
、
あ
り
の
ま
ま

を
オ
ー
プ
ン
し
、
改
善

し
な
が
ら
開
示
す
る
。

　

本
会
議
の
音
声
デ
ー

タ
を
開
示
す
る
こ
と
は

で
き
る
が
、
委
員
会
は

音
声
マ
イ
ク
設
備
と
運

営
方
法
を
改
善
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

継
続
審
査
と
な
っ
た
今

回
の
請
願
は
再
び
審
査
し
、

結
果
を
令
和
３
年
３
月
の

本
会
議
に
報
告
す
る
。

審
査
の
ゆ
く
え

　

中
飯
降
の
表
具
弘
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
第

１
号
「
議
事
録
及
び
音
声
デ
ー
タ
の
公
開
・
開
示
に

関
す
る
請
願
」
は
12
月
18
日
議
会
運
営
委
員
会
で
審

査
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

趣旨説明が行われた議会運営委員会趣旨説明が行われた議会運営委員会趣旨説明が行われた議会運営委員会



議会だよりかつらぎ
2021.2.1　88号

議案審議

住みたいまちづくりや住みごこちよいまちづくりのために、まず住んでいる人々に
いろんな話（実情）を聞きとってみてはどうか。（70代女性）議会を傍聴して 8

防災情報を各戸に ２件
２件

10月会議（10/21）
補正予算
契 約

　

防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
（
防
災
行
政
無
線
）
の

工
事
請
負
契
約
３
億
３
３
３
０
万
円
、
各
家
庭
に
配

布
す
る
戸
別
受
信
機
（
防
災
ラ
ジ
オ
型
）
の
物
品
売

買
契
約
１
億
１
１
８
１
万
６
０
０
円
の
議
案
が
提
出

さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。
屋
外
ス
ピ
ー
カ

ー
と
各
戸
に
配
布
さ
れ
る
戸
別
受
信
機
に
よ
っ
て
、

全
住
民
に
防
災
情
報
を
伝
達
す
る
も
の
。

　

新
城
と
花
園
が
未
整
備
地
区
だ
っ
た
の
で
民
設
民

営
で
設
置
を
要
望
し
て
き
た
。
８
月
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら

「
国
の
国
庫
補
助
事
業
と
、
規
制
緩
和
お
よ
び
技
術

的
な
問
題
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
か
ら
の
経

費
補
助
が
あ
れ
ば
実
施
で
き
る
」
と
回
答
が
あ
り
実

現
し
た
。

　
　
　

防
災
ラ
ジ
オ
が
使

用
者
に
よ
る
過
失
で
壊
れ

た
場
合
、
１
台
１
万
９
８

０
０
円
も
す
る
。
買
い
替

え
な
い
家
庭
も
出
て
く
る
。

ま
た
、
２
台
ほ
し
い
と
の

要
望
も
あ
る
。

危
機
管
理
課
長　

過
失
が

あ
る
場
合
は
使
用
者
に
よ

る
修
繕
を
お
願
い
し
た
い
。

買
え
な
い
人
に
は
一
定
程

度
の
ル
ー
ル
を
作
る
。
納

品
に
は
４
〜
５
カ
月
程
度

か
か
る
。

問
　
　
　

今
回
の
契
約
で
ど

う
な
っ
た
の
か
。

危
機
管
理
課
長　

事
業
費

は
４
億
５
０
０
０
万
円
、

維
持
費
は
年
間
１
０
０
０

万
円
。
町
負
担
額
は
１
億

３
５
０
０
万
円
と
な
り
当

初
よ
り
安
く
な
っ
た
。

問

　
　
　

ラ
ジ
オ
配
布
時
は
、

各
戸
が
集
ま
る
め
っ
た
に

な
い
機
会
で
あ
る
。
こ
の

機
会
を
利
用
し
て
防
災
研

修
を
す
る
の
は
本
来
の
防

災
行
政
の
在
り
方
で
は
な

い
の
か
。

危
機
管
理
課
長　

配
布
時

の
研
修
会
を
検
討
す
る
。

問

　
　
　

予
算
化
の
プ
ロ
セ

ス
は
。

企
画
公
室
長　

令
和
２
年

度
で
あ
れ
ば
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
が
別
枠
で
交
付
さ
れ

る
。
過
疎
債
も
制
度
改
正

に
よ
っ
て
光
フ
ァ
イ
バ
整

備
に
別
枠
で
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

問

　
　
　

設
置
ま
で
の
期
間

は
。

企
画
公
室
長　

サ
ー
ビ
ス

の
開
始
は
令
和
４
年
４
月

頃
と
聞
い
て
い
る
。

問

　
　
　

テ
レ
ビ
の
受
信
も

可
能
か
。

企
画
公
室
長　

テ
レ
ビ
の

視
聴
は
事
業
対
象
外
で
視

聴
で
き
な
い
。

問
　
　
　

花
園
地
域
は
テ
レ

ビ
を
共
聴
施
設
で
受
信
し

て
い
る
が
、
今
後
維
持
管

理
が
困
難
に
な
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
光
回
線
で

テ
レ
ビ
も
受
信
で
き
る
よ

う
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　

今
回
の
整
備
は
、

光
回
線
を
イ
ン
フ
ラ
整
備

と
考
え
、
国
か
ら
の
補
助

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
決

定
し
た
。
テ
レ
ビ
の
受
信

は
加
入
者
数
と
費
用
負
担

の
面
で
検
討
し
た
い
。

問

　
　
　

維
持
管
理
費
の
考

え
方
は
。

企
画
公
室
長　

電
力
使
用

料
や
修
繕
費
等
、
初
期
導

入
の
事
業
費
も
含
め
５
年

間
で
、
通
信
事
業
者
が
負

担
す
る
部
分
を
除
い
て
、

町
が
補
助
金
を
交
付
す
る
。

５
年
経
過
後
の
負
担
は
な

い
。

問

　
　
　

防
災
伝
達
情
報
シ

ス
テ
ム
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
町
民
の
財
産
と
命

を
守
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
は
。

町
長　

こ
の
機
会
に
町
民

の
防
災
意
識
を
高
め
る
よ

う
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

問

新
城
・
花
園
地
区

　
　

光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備　

光
フ
ァ
イ
バ
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
の

で
、ふ
る
さ
と
に
か
え
っ
て
き
て
か
ら
整
備
さ

れ
る
の
を
ず
っ
と
待
っ
て
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
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議案審議

9
フルーツサミットの提案がありましたが、かつらぎ町はまだまだ紀の川市に追いつ
いていないので、これから頑張って欲しいと思います。（60代女性）議会を傍聴して

第33代議長に

大原清明選出
３件
９件

11月会議（11/10）
選 挙
決算認定

１件
７件

11月第２回会議（11/25）
条 例
補正予算

　

本
会
議
開
会
前
、
議

場
に
て
雑
賀
議
長
逝
去

に
伴
う
追
悼
式
を
執
り

行
っ
た
。
新
た
に
議
長

選
挙
、
な
ら
び
に
組
合

関
係
の
選
挙
を
行
っ
た
。

　

職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改

正
、
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
企
業
会
計
の
補

正
予
算
を
賛
成
多
数
で

可
決
。

　

議
長
選
挙
で
は
、
議
会

の
さ
ら
な
る
発
展
と
議
員

の
協
調
性
を
願
う
大
原
清

明
が
議
長
に
選
ば
れ
た
。

ま
た
、
雑
賀
議
長
逝
去
と

大
原
議
長
の
就
任
に
よ
っ

て
変
更
し
た
役
職
お
よ
び

一
部
事
務
組
合
は
次
の
と

お
り
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

副
委
員
長

　
　
　
　
　

新
堀　

行
雄

伊
都
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

大
原　

清
明

橋
本
伊
都
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員

　
　
　
　
　

大
原　

清
明

橋
本
周
辺
広
域
市
町
村
圏

組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

大
原　

清
明

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
広
が
り
、
国
民

全
体
の
給
料
が
下
が
っ
て

い
る
と
き
、
な
ぜ
職
員
の

期
末
手
当
を
０
・
05
カ
月

下
げ
る
の
か
。
消
費
経
済

を
下
支
え
す
る
こ
と
が
必

要
な
の
に
、
勧
告
は
対
策

に
反
し
て
い
る
。
否
決
し

て
削
減
を
止
め
る
べ
き
。

　
　
　

民
間
給
与
と
の
格

差
を
埋
め
る
と
い
う
が
、

調
査
し
た
期
間
は
。

総
務
課
長　

昨
年
の
８
月

か
ら
今
年
の
７
月
ま
で
を

調
査
し
た
。
人
事
院
の
来

年
度
の
勧
告
で
増
減
の
可

能
性
あ
り
。

問

討 
論

討 
論

討 
論

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

賛否が分かれた議案（11月第2回会議）

（注）大原清明議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対　欠は欠席

件　　　　　名 議員名
結果

福
井

松
岡

藤
本

小
林

福
岡

氏
岡

新
堀

浦
中

赤
阪

東
芝

宮
井

溝
北

大
原

○○○○×○○○○××欠－

○○○○×○○○○××欠－

○○○○×○○○○××欠－

○○○○×○○○○××欠－

○○○○×○○○○××欠－

○○○○×○○○○××欠－

○○○○×○○○○××欠－

○○○○×○○○○××欠－

８対3で可決

８対3で可決

８対3で可決

８対3で可決

８対3で可決

８対3で可決

８対3で可決

８対3で可決

職員の給与等に関する条例等の
一部を改正する条例

令和２年度かつらぎ町一般会計
補正予算（第９号)

令和２年度かつらぎ町水道事業
会計補正予算（第４号)

令和２年度かつらぎ町下水道事
業会計補正予算（第２号)

令和２年度かつらぎ町国民健康保
険事業特別会計補正予算（第３号)

令和２年度かつらぎ町介護保険
事業特別会計補正予算（第３号)

令和２年度かつらぎ町後期高齢者医
療事業特別会計補正予算（第３号)

令和２年度かつらぎ町国民健康
保険天野診療所事業特別会計補
正予算（第３号)
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提案事項の地域通貨は、高齢化の現在、だれでも使用できるような考えでなければ
むつかしいのでは。（70代女性）議会を傍聴して 10

６件
５件
４件
１件
１件
８人

12月会議（12/1～23）
補正予算
条 例
事件議決
契 約
請 願
一般質問

　
　
　

な
ぜ
予
定
価
格
と

契
約
金
額
が
完
全
に
一
致

し
た
の
か
。

企
画
公
室
長　

物
品
の
購

入
に
つ
い
て
は
、
予
定
価

格
を
公
表
し
て
い
な
い
が
、

仕
様
書
に
基
づ
い
て
の
金

額
の
積
算
、
ま
た
予
算
書

も
参
考
に
し
て
入
札
金
額

を
積
算
し
た
結
果
、
予
定

価
格
と
同
額
に
な
っ
た
。

こ
う
い
う
ケ
ー
ス
は
ま
れ

だ
が
金
額
が
一
致
し
た
。

問

　
　
　

土
・
日
も
含
め
、

図
書
の
貸
出
業
務
は
誰
が

行
う
の
か
。

町
長　

貸
し
出
し
は
支
所

業
務
の
一
環
と
し
て
行
う
。

支
所
を
に
ぎ
わ
う
場
所
と

し
た
い
。

問
　
　
　

花
園
地
域
文
化
振

興
施
設
（
元
花
園
図
書

館
）
の
活
用
は
ど
う
す
る

の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

地
域
住

民
と
協
議
し
、
活
用
を
図

る
。

は
、
費
用
が
伴
う
の
で
利

用
状
況
を
見
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

問

　
　
　

花
園
分
館
と
本
館

と
の
連
携
は
。

生
涯
学
習
課
長　

本
館
に

あ
る
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

（
質
問
へ
の
調
査
・
回

答
）
業
務
も
行
う
。
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
は
、
本
館
と
連

絡
を
と
っ
て
後
日
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
本
館
と
同

じ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
文
献
の
検
索

問

　

春
か
ら
図
書
の
貸
出
し
日
と
時
間
が
延

長
さ
れ
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。時
代
小

説
な
ど
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
、必
要
な
部
分
を
拡

大
し
た
り
、ペ
ン
で
書
き
込
ん
だ
り
で
き
る

の
で
、教
材
を
提
示
す
る
の
に
便
利
で
す
。

　
　
　
　

児
童
・
生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
購

　
　
　
　

入
（
９
月
決
定
）
に
続
き
、
町
内
小
中
学

　
　
　
　

校
に
、
電
子
黒
板
機
能
内
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
、
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
等
を
配
備
す
る
契
約
案
３

２
４
５
万
円
が
提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

校
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
児
童
・
生
徒
１
人
１
台
の
端
末

の
整
備
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
授
業

の
展
開
が
で
き
る
。

概要

ギガスクール

いよいよ準備完了へ
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
の
授
業
へ

物
品
売
買
契
約

図
書
館

花
園
分
館
が
移
動

図
書
館
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
改
正

　

12
月
会
議
で
は
、
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
向
け
た

小
中
学
校
大
型
提
示
装
置
等
購
入
の
議
案
、
町
立
図

書
館
花
園
分
館
を
花
園
支
所
内
に
移
転
す
る
議
案
お

よ
び
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
か
か
る
４

議
案
（
天
野
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
国
道
４
８
０
号

沿
地
域
振
興
交
流
施
設
、
佐
野
こ
ど
も
園
、
三
谷
こ

ど
も
園
）
等
を
審
議
し
た
。

笠田小学校
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地域クーポンも中身がわからないままの知識でしたので、理解できるのによい機会
となりました。（70代女性）議会を傍聴して

４施設の指定管理者が決まる

　
　
　
　

①
天
野
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
ゆ
ず
り
葉
）

　
　
　
　
　

の
一
部
（
２
階 

簡
易
宿
泊
施
設
）

　
　
　
　

②
国
道
４
８
０
号
沿
地
域
振
興
交
流
施
設

（
道
の
駅
く
し
が
き
の
里
）

③
か
つ
ら
ぎ
町
立
こ
ど
も
園
（
佐
野
こ
ど
も
園
）

④
か
つ
ら
ぎ
町
立
こ
ど
も
園
（
三
谷
こ
ど
も
園
）

以
上
の
町
内
４
施
設
が
、
指
定
管
理
期
間
の
満
了
を

迎
え
る
。
新
た
な
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
議
案

が
提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。
指
定
の
期

間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

８
年
３
月
31
日
ま
で
。

概要

道の駅くしがきの里は紀農人へ
き　　  ぐ　　 り

　
　
　

ゆ
ず
り
葉
の
仕
様

書
に
は
、
議
会
に
よ
る
議

案
の
否
決
を
想
定
し
た
規

定
が
な
い
。
議
案
を
否
決

し
た
ら
契
約
は
ど
う
な
る

の
か
。

町
長　

仕
様
書
は
担
当
者

が
独
自
に
進
め
て
き
た
が
、

仕
様
書
の
様
式
に
つ
い
て

は
、
統
一
し
て
見
直
し
き

れ
て
い
な
い
。
否
決
さ
れ

る
こ
と
は
想
定
す
べ
き
。

チ
ェ
ッ
ク
ミ
ス
だ
と
思
わ

れ
る
。

問

　
　
　

事
業
計
画
書
な
ど

を
議
会
に
資
料
と
し
て
提

出
す
る
よ
う
改
善
し
て
も

ら
い
た
い
。

町
長　

知
的
財
産
権
の
問

題
も
あ
る
の
で
公
開
す
べ

き
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

た
だ
し
５
年
後
は
、
全
国

的
な
状
況
も
み
て
し
た
い
。

問

　
　
　

紀
農
人
の
組
織
の

形
態
と
財
務
は
。

産
業
観
光
課
長　

事
業
者

の
集
合
体
で
、
４
人
で
組

織
す
る
団
体
。
資
金
は
１

人
１
０
０
万
円
を
出
資
し
、

あ
と
は
借
入
金
で
運
営
す

る
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
　
　

納
付
金
の
提
案
を

し
て
い
る
が
、
金
額
も
含

め
納
付
決
定
と
理
解
し
て

よ
い
か
。

産
業
観
光
課
長　

初
年
度

か
ら
の
納
付
も
含
め
、
提

案
を
基
に
協
議
し
た
い
。

問

　
　
　

こ
の
規
定
を
条
例

か
ら
削
除
す
べ
き
で
は
。

町
長　

公
の
施
設
や
地
方

自
治
法
を
深
掘
り
し
、
研

究
し
て
い
き
た
い
。

問

　
　
　

公
の
施
設
と
し
て

貸
出
規
定
が
あ
る
の
は
、

農
産
物
加
工
体
験
施
設
と

イ
ベ
ン
ト
広
場
、
多
目
的

広
場
だ
。
競
合
す
る
商
品

の
販
売
、
政
党
、
宗
教
団

体
な
ど
に
も
貸
し
出
せ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
。

産
業
観
光
課
長　

紀
農
人

は
、
競
合
す
る
商
品
の
販

売
が
行
わ
れ
て
も
、
共
存

し
た
い
と
言
っ
て
い
る
。

問
　
　
　

町
内
４
カ
所
に
あ

る
地
域
交
流
施
設
の
総
合

調
整
は
。

町
長　

地
場
産
品
の
需
要

が
さ
ら
に
図
れ
る
よ
う
、

今
ま
で
の
反
省
を
踏
ま
え

一
同
に
協
議
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
た
い
。

問
　
　
　

現
在
の
く
し
が
き

の
里
の
問
題
点
は
、
町
が

指
導
し
き
れ
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
次
の
指
定
管

理
者
へ
の
対
応
が
問
わ
れ

て
い
る
と
考
え
る
が
。

町
長　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
制

度
（
事
業
評
価
）
を
用
い

て
指
摘
し
て
い
き
た
い
。

問

新
し
い
管
理
者

　
　
　

紀
農
人
へ

事
業
計
画
書
の

　
　
　
　

開
示
を

　地元農産物品のブランド化を目指します。この施設を最
大限に有効利用し、活力あるまちづくりのため努力します。

天
野
自
治
区
が

　

引
き
続
き
管
理

天
野
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

国
道
４
８
０
号
沿

地
域
振
興
交
流
施
設

紀農人
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空き家も増えています。高齢化と共にどの地域でも起きる現在の問題でもあると思い
ます。この問題についても何らかの一歩を進めてほしいと望みます。（70代女性）議会を傍聴して 1２

　
　
　

今
回
の
地
方
税
回

収
機
構
へ
の
事
務
移
管
の

件
数
は
。

税
務
課
長　

当
初
予
算
と

合
わ
せ
て
14
件
、
総
額
本

税
と
延
滞
金
合
わ
せ
て
１

２
４
８
万
７
２
６
１
円
。

住
民
税
12
件
、
固
定
資
産

税
２
件
、
軽
自
動
車
税
５

件
、
国
保
税
11
件
。

に
働
き
か
け
て
も
答
え
な

い
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、

限
ら
れ
た
人
数
で
徴
収
事

務
を
行
っ
て
い
る
の
で
事

務
を
移
管
す
る
。
話
し
合

い
に
応
じ
る
人
は
、
回
収

機
構
に
は
移
管
し
な
い
。

問
　
　
　

前
町
長
時
代
の
後

半
は
、
地
方
税
回
収
機
構

へ
の
事
務
移
管
は
ゼ
ロ
だ

っ
た
。
方
針
が
変
わ
っ
た

の
か
。

町
長　

納
付
誓
約
し
て
も

約
束
を
果
た
さ
な
い
、
連

絡
も
な
い
な
ど
、
徹
底
的

問

　
　
　

事
務
移
管
か
ら
本

町
に
事
務
が
戻
っ
て
き
た

場
合
、
回
収
機
構
に
移
管

し
て
い
た
人
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
経
過
観
察
を

行
う
べ
き
。

町
長　

実
行
し
た
い
。

問

　
　
　

寄
附
金
１
１
０
０

万
円
は
、
自
治
体
に
寄
附

し
た
場
合
、
寄
附
金
控
除

の
対
象
に
な
っ
て
、
損
金

扱
い
に
な
る
。
損
益
計
算

書
の
書
き
方
は
、
こ
れ
で

い
い
の
か
。

税
務
課
長　

全
額
を
経
費

と
し
て
計
上

す
る
こ
と
は

可
能
。
た
だ

し
そ
の
場
合
、

寄
附
金
控
除

と
の
併
用
は

で
き
な
い
。

問

う
が
、
指
定
管
理
者
と
協

議
す
べ
き
で
は
。

町
長　

指
定
管
理
者
の
運

営
努
力
や
サ
ー
ビ
ス
を
評

価
し
て
お
り
、
テ
ナ
ン
ト

料
の
判
断
は
一
律
に
は
難

し
い
。

　
　
　

テ
ナ

ン
ト
料
25
％

は
高
い
と
思

問

　
　
　

本
町
は
税
回
収
機

構
に
劣
ら
な
い
調
査
能
力

が
あ
る
。
滞
納
者
と
向
き

合
い
納
税
者
と
な
る
よ
う

根
気
よ
く
取
り
組
む
べ
き

で
は
。

町
長　

税
負
担
の
公
平
の

た
め
機
構
に
移
管
し
た
い
。

問
　
　
　

滞
納
者
に
は
、
生

活
実
態
を
調
査
し
て
納
税

力
が
な
け
れ
ば
不
納
欠
損
、

納
税
力
が
あ
れ
ば
強
制
執

行
と
な
る
。
生
活
実
態
を

把
握
す
る
た
め
庁
内
の
重

複
滞
納
者
部
門
会
議
で
ど

う
取
り
組
ん
だ
の
か
。

税
務
課
長　

税
務
課
で
の

実
績
は
、
令
和
２
年
10
月

現
在
で
強
制
執
行
が
40
件
。

内
訳
は
給
与
・
預
金
・
不

動
産
の
差
し
押
さ
え
で
あ

る
。
部
門
会
議
で
は
情
報

共
有
し
て
い
る
。

問

　
　
　
　

県
内
市
町
村
が
共
同
で
設
置
し
た
一
部
事

　
　
　
　

務
組
合
。
市
町
村
の
判
断
で
滞
納
案
件
の

　
　
　
　

事
務
を
地
方
税
回
収
機
構
に
移
管
す
る
。

回
収
機
構
は
、
専
門
的
徴
収
手
法
を
駆
使
し
、
納
税

秩
序
の
維
持
向
上
を
図
り
「
公
平
は
税
の
原
則
」、

「
悪
質
な
滞
納
は
絶
対
に
許
さ
な
い
」
を
基
本
姿
勢

と
し
、
滞
納
整
理
を
実
施
し
て
い
る
。
回
収
機
構
へ

の
滞
納
案
件
移
管
を
め
ぐ
っ
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

概要

　
　
　
　

町
か
ら
指
定
管
理
を
受
け
て
い
る
か
つ
ら

　
　
　
　

ぎ
西
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
上
り
線
）
の

　
　
　
　

道
の
駅
は
「
ま
ち
づ
く
り
か
つ
ら
ぎ
」
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
年
間
の
決
算
の
中
か
ら

１
１
０
０
万
円
の
寄
附
が
あ
っ
た
。
損
益
計
算
書
の

経
費
の
中
に
全
額
支
出
と
し
て
組
ま
れ
た
寄
附
金
に

つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

概要

地
方
税
回
収
機
構
の
活
用

京
奈
和
か
つ
ら
ぎ
西
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
か
ら
の
寄
附
金

一
般
会
計
補
正
予
算

税金滞納徴収の一部を

回 収 機 構 へ

道の駅かつらぎ西道の駅かつらぎ西道の駅かつらぎ西
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住みやすい町ランキング３位に入っているのだから、住みたい町にこれからどうしていくか。
住みやすいかつらぎ町をめざして一人一人が真剣に考え、意見を出していきたい。（70代女性）議会を傍聴して

　
　
　

県
の
給
付
費
の
統

一
と
い
う
意
向
に
法
的
な

根
拠
は
あ
る
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

法
的
な

根
拠
は
な
い
。

い
国
保
会
計
を
支
え
る
中

で
給
付
も
統
一
す
べ
き
と

考
え
た
。

問
　
　
　

医
療
体
制
の
違
い

な
ど
に
よ
っ
て
、
医
療
給

付
額
も
市
町
村
に
よ
っ
て

大
き
く
違
う
状
況
下
で
保

険
税
を
統
一
す
る
の
は
間

違
い
で
は
な
い
の
か
。

町
長　

本
町
は
医
療
費
の

給
付
額
も
高
い
。
都
道
府

県
で
国
保
会
計
を
運
営
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
町

村
だ
け
で
は
支
え
き
れ
な

問

　
　
　

５
万
円
で
町
石
道
の
復
旧

工
事
が
で
き
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

予
算
の
５
万
円

は
材
料
費
な
ど
。
復
旧
作
業
に
必

要
な
土
も
現
地
の
土
を
使
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
不
足
す
る
真

砂
土
の
購
入
も
行
う
。
今
回
は
、

文
化
財
保
護
の
啓
発
周
知
も
目
的

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
復
旧

作
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

実
施
は
２
月
に
行
い
た
い
。

問

　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
都
道
府
県
単
位

　
　
　
　

化
さ
れ
た
の
で
和
歌
山
県
と
各
市
町
村
が
、

　
　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
と
な

っ
た
。
保
険
者
は
対
等
平
等
。
県
が
国
保
会
計
全
体

を
統
括
し
、
市
町
村
が
保
険
税
の
賦
課
と
徴
収
、
給

付
事
業
等
を
担
当
す
る
。
和
歌
山
県
は
県
内
の
保
険

税
を
令
和
９
年
度
に
統
一
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
町

は
、
こ
れ
を
受
け
、
昭
和
57
年
に
５
万
円
と
し
た
葬

祭
費
を
３
万
円
に
引
き
下
げ
る
議
案
を
提
出
し
た
。

概要
給
付
さ
れ
る
葬
祭
費

　

５
万
円
か
ら
３
万
円
に

町
石
道
の
復
旧

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正　

葬
祭
費
５
万
円
を
３
万

円
に
変
更
す
る
問
題
は
、

都
道
府
県
単
位
化
の
中
で

市
町
村
の
責
任
と
権
限
が

ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
、

も
っ
と
も
重
大
な
問
題
で

あ
る
。
本
町
は
、
こ
う
い

う
自
覚
の
下
で
今
回
の
変

更
を
行
う
の
か
、
胸
に
手

を
当
て
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

討 

論

討 

論

討 

論

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

ご意見募集！

議会を傍聴
してみませんか

＆

復旧予定の町石道復旧予定の町石道復旧予定の町石道

賛否が分かれた議案（12月会議）

（注）大原清明議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対

件　　　　　名

議員名

結果

福
井　

強
太

松
岡　

宏
行

藤
本　

憲
一

小
林　

総
一

福
岡
久
二
子

氏
岡　
　

誠

新
堀　

行
雄

浦
中　

隆
男

赤
阪　

岩
男

東
芝　

弘
明

宮
井　

健
次

溝
北　

好
一

大
原　

清
明

○○○○×○○○○××○－

○○○○○○○○×○○○－

９対３で可決

11対１で可決

かつらぎ町国民健康保険条例の
一部を改正する条例

令和2年度かつらぎ町一般会計
補正予算（第10号）
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地域通貨で町経済活性化を

町道認定の議案書をわかりやすく

子育て支援のため、児童館の閉館時間を19時に

町長の考える農業振興政策とは

笠田高校の存続へ一緒に運動を

本町の農業課題と対応は　－現状から問う－

中堅・若手の人材育成でまちづくりを

日本は核兵器禁止条約に参加すべきか

藤 本 　 憲 一

新 堀 　 行 雄

松 岡 　 宏 行

溝 北 　 好 一

東 芝 　 弘 明

赤 阪 　 岩 男

宮 井 　 健 次

福 岡 久 二 子

町民町民のおもいおもいを届ける届ける6060分町民のおもいを届ける60分

中阪町長

　一般質問は、議員が事前に提出した通告書に基づい
て、町政に関する提案や質問を行うもので、持ち時間
は一人60分。なお、記事は、質問者の責任において作
成されたものである。
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藤 本 憲 一 議員

応援クーポン券も一種の
地域通貨だが、サービス
の交換という地域通貨を
検討しては？

　
　
　

地
域
の
経
済
波
及

効
果
が
確
か
に
あ
っ
た
の

は
事
実
だ
。
こ
れ
を
機
に

継
続
支
援
の
よ
う
な
地
域

通
貨
は
ど
う
か
。
ま
た
、

サ
ー
ビ
ス
の
交
換
と
い
う

地
域
通
貨
も
あ
る
。
高
齢

化
社
会
を
迎
え
る
中
で
福

祉
の
面
に
使
え
る
地
域
通

貨
を
ぜ
ひ
検
討
し
て
は
。

町
長　

本
町
で
や
る
と
し

て
も
、
地
域
内
で
通
貨
が

ど
れ
だ
け
使
わ
れ
る
の
か
、

ま
た
、
ど
れ
だ
け
の
コ
ス

ト
や
負
担
が
生
じ
る
か
と

い
う
こ
と
を
少
し
研
究
す

る
必
要
が
あ
る
。

問
　
　
　

地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
追
加
が
言
わ
れ
て

い
る
。
第
三
弾
は
あ
る
の

か
。

企
画
公
室
長　

国
の
経
済

対
策
に
関
し
て
は
、
現
在

わ
か
っ
て
お
ら
ず
第
三
弾

を
行
う
か
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
状
況
を
見
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

問

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
一
環

と
し
て
、
か
つ
ら
ぎ
町
応

援
ク
ー
ポ
ン
券
が
無
料
で

二
度
配
布
さ
れ
た
。
現
時

点
の
利
用
状
況
、
効
果
等

は
。

産
業
観
光
課
長　

ほ
と
ん

ど
の
住
民
に
配
布
さ
れ
、

現
時
点
で
１
億
６
０
０
０

万
円
が
町
内
店
舗
で
利
用

さ
れ
た
。
地
域
経
済
の
一

定
の
効
果
に
合
わ
せ
生
活

支
援
と
し
て
の
効
果
も
あ

っ
た
。

問
　
　
　

二
度
の
ク
ー
ポ
ン

券
事
業
、
違
い
が
あ
っ
た

か
。
ま
た
、
住
民
の
声
は
。

産
業
観
光
課
長　

取
り
扱

う
店
舗
数
が
増
え
た
こ
と

と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
に
も
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ク
ー
ポ
ン
券

の
引
き
換
え
を
原
則
対
面

で
実
施
し
た
の
で
、
住
民

の
方
々
と
の
会
話
や
、
住

民
の
声
を
聞
く
機
会
が
で

き
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

※
地
域
通
貨
と
は

　

特
定
の
地
域
内
に
お
い

て
の
み
価
値
を
持
つ
通
貨

で
あ
り
、
人
口
減
少
に
よ

る
地
域
経
済
の
停
滞
を
解

消
し
、
地
域
活
性
化
さ
せ

る
た
め
に
生
ま
れ
た
通
貨
。

　

地
域
通
貨
を
介
し
て
、

で
き
る
こ
と
と
、
し
て
欲

し
い
こ
と
を
交
換
し
合
う

シ
ス
テ
ム
や
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
サ
ー
ビ
ス
等
の
価

値
を
交
換
す
る
こ
と
も
で

き
る
方
式
も
あ
る
。

問

地域通貨で町経済活性化を
コストと負担を
　研究する必要がある

町 長

　
　
　
　
　

今
年
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
で
誰
も
が
影
響

を
受
け
た
。
当
た
り
前
の

生
活
が
当
た
り
前
で
な
く

な
っ
た
１
年
で
あ
っ
た
。

こ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
る

手
段
の
一
つ
と
し
て
地
域

通
貨
を
研
究
願
い
た
い
。

ま
と
め

住みたい町、住んでよかった町にと今まで努力してきた事もあります。定住者が増
えて人口の増加が望まれます。（70代女性）議会を傍聴して
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町
道
認
定
の
議
案

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
幅

員
と
は
。

建
設
課
長　

道
路
区
域
、

い
わ
ゆ
る
境
界
か
ら
境
界

の
道
路
用
地
幅
を
表
し
て

い
る
。

問

　
　
　

提
案
理
由
に
認
定

基
準
や
認
定
要
件
を
記
載

し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

建
設
課
長　

「
要
綱
」
に

基
づ
き
議
案
を
上
程
し
て

い
る
た
め
記
載
し
て
い
な

い
。 問

　
　
　

議
案
に
は
幅
員
と

車
道
幅
員
を
、
ま
た
提
案

理
由
に
は
認
定
基
準
や
認

定
要
件
を
記
載
す
れ
ば
わ

か
り
や
す
い
議
案
に
な
る

の
で
は
。

町
長　

今
後
、
誤
解
が
生

じ
な
い
わ
か
り
や
す
い
表

記
と
な
る
よ
う
記
載
内
容

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
　
　

大
谷
62
号
線
と
い

う
町
道
が
あ
る
。
こ
の
町

道
は
自
歩
道
と
い
う
自
転

車
や
歩
行
者
の
た
め
の
道

路
で
あ
り
、
平
成
25
年
６

月
に
町
道
認
定
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、「
要
綱
」

に
は
自
歩
道
の
認
定
基
準

は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

記
載
す
べ
き
で
は
。

町
長　

「
要
綱
」
に
は
記

載
が
必
要
と
考
え
る
。
要

綱
施
行
以
来
改
定
が
行
わ

れ
て
い
な
い
の
で
修
正
す

る
方
向
で
考
え
る
。

問

　
　
　

長
期
総
合
計
画
や

総
合
戦
略
を
基
に
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
実
施
し
て
い

る
。
聞
き
取
り
調
査
を
す

る
こ
と
で
重
点
施
策
や
事

業
の
優
先
順
位
が
見
え
て

く
る
と
考
え
る
が
。

企
画
公
室
長

人
口
対
策

は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

調
査
、
把
握
す
る
こ
と
は

最
も
重
要
な
こ
と
と
考
え

る
。

町
長　

家
を
新
築
し
定
住

さ
れ
る
方
が
ど
の
よ
う
な

理
由
で
本
町
に
住
も
う
と

考
え
た
か
を
把
握
、
分
析

す
る
こ
と
は
、
本
町
へ
の

新
た
な
移
住
定
住
者
の
促

進
を
図
る
施
策
を
考
え
る

上
で
大
変
重
要
な
情
報
と

な
る
。
ど
の
よ
う
な
情
報

収
集
の
方
法
が
良
い
か
、

前
向
き
に
検
討
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

問

　
　
　

「
か
つ
ら
ぎ
町
道

路
線
認
定
の
基
準
等
に
関

す
る
要
綱
」
（
以
下
「
要

綱
」
と
い
う
）
に
記
載
さ

れ
て
い
る
車
道
幅
員
と
は
。

建
設
課
長　

車
が
通
行
で

き
る
範
囲
を
い
う
。

問
　
　
　

議
案
書
に
幅
員
を

記
載
し
て
車
道
幅
員
を
記

載
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

建
設
課
長　

道
路
を
構
成

す
る
土
地
の
範
囲
、
い
わ

ゆ
る
境
界
か
ら
境
界
を
道

路
法
の
適
用
範
囲
と
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
た
め
、

町
道
の
幅
員
と
し
て
記
載

し
て
い
る
。

問

町道認定の議案書をわかりやすく
記載内容を検討していきたい町 長

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　

大
東
建
託
が
発
表

し
た
「
街
の
住
み
こ
こ
ち

ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
か
つ
ら

ぎ
町
が
３
位
に
な
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

町
長　

全
体
的
に
高
い
評

価
を
い
た
だ
き
大
変
光
栄

で
あ
る
。
今
後
は
「
住
み

た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で

も
上
位
に
入
れ
る
よ
う
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

問
　
　
　

か
つ
ら
ぎ
町
に
終

の
住
処
を
建
て
る
方
に
対

し
、
住
む
理
由
や
町
に
望

む
施
策
等
を
聞
き
取
り
調

査
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

企
画
公
室
長　

転
入
転
出

時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
施

し
て
い
る
が
、
家
を
新
築

さ
れ
た
方
に
対
し
て
は
行

っ
て
い
な
い
。

問

つ
い

す
み
か

住みたい町を目指して

住んでみて ここがイチバン かつらぎ町

教育長の言われた思いと議員の言われる思いがバランス良く運営できる手段はない
のだろうかと、一住民として真剣に考えたいと思いました。（40代女性）議会を傍聴して

ル
ビ
あ
り
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松 岡 宏 行 議員

中飯降児童館の子どもたち

　
　
　

子
ど
も
の
貧
困
対

策
の
質
問
で
、
町
長
は
実

態
に
合
っ
た
対
策
で
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
と
答
弁
。

児
童
館
活
動
が
保
護
者
の

就
労
実
態
を
踏
ま
え
た
活

動
か
検
証
し
た
い
。
昨
年

保
護
者
へ
の
調
査
で
は
、

小
学
生
の
母
親
80
・
５
％

が
働
き
、
週
５
日
が
54
％
。

７
〜
８
時
間
就
労
は
19
・

１
％
、
17
〜
19
時
の
帰
宅

が
35
・
２
％
、
21
時
ま
で

の
帰
宅
が
９
・
４
％
。
小

学
生
の
放
課
後
の
過
ご
し

方
で
は
、
自
宅
や
習
い
事

は
多
い
が
、
児
童
館
21
・

７
％
、
学
童
保
育
が
14
％
。

子
育
て
支
援
対
策
は
。

教
育
総
務
課
長　

学
童
保

育
２
カ
所
で
は
、
放
課
後

か
ら
19
時
ま
で
で
有
料
。

生
涯
学
習
課
長　

子
ど
も

問

　
　
　

四
郷
児
童
館
は
、

保
護
者
の
実
態
に
合
わ
せ

た
運
営
。
議
会
の
子
ど
も

の
貧
困
対
策
の
提
言
で
、

閉
館
時
間
の
延
長
を
保
護

者
の
就
労
実
態
を
踏
ま
え

て
児
童
厚
生
委
員
会
で
議

論
し
た
か
。

生
涯
学
習
課
長　

具
体
的

な
数
字
で
議
論
し
て
い
な

い
。

の
居
場
所
づ
く
り
は
妙

寺
・
笠
田
、
夏
休
み
は
大

谷
・
渋
田
で
実
施
。
児
童

館
は
９
館
で
17
時
ま
で
、

四
郷
は
迎
え
が
必
要
な
た

め
18
時
ま
で
開
館
。

問

　
　
　

母
親
の
就
労
実
態
、

放
課
後
の
過
ご
し
方
で
学

童
保
育
14
％
に
対
し
て
17

時
で
閉
館
す
る
児
童
館
が

21
・
７
％
と
高
い
。
保
護

者
の
就
労
実
態
に
児
童
館

活
動
は
対
応
で
き
て
い
る

か
。

教
育
長　

児
童
館
本
来
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、

就
労
実
態
に
合
っ
て
い
な

い
。 問

　
　
　

家
族
と
過
ご
す
時

間
が
少
な
い
か
多
い
か
が

隠
れ
た
貧
困
の
目
安
。
こ

の
積
み
重
ね
が
子
ど
も
の

人
間
性
や
豊
か
さ
に
大
き

く
関
わ
る
の
で
は
。

教
育
長　

閉
館
時
間
の
延

長
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か

ら
検
討
が
必
要
。

問
　
　
　

全
国
的
に
閉
館
時

間
を
18
時
、
18
時
30
分
の

児
童
館
が
多
い
。
中
に
は

21
時
も
あ
る
。
児
童
館
は

保
護
者
の
就
労
実
態
を
踏

ま
え
た
子
育
て
支
援
と
な

っ
て
い
な
い
。
閉
館
時
間

を
19
時
に
変
更
し
て
は
。

町
長　

子
育
て
支
援
の
た

め
延
長
や
季
節
に
よ
る
延

長
も
必
要
。
た
だ
し
、
子

ど
も
の
安
全
な
ど
の
課
題

解
決
が
必
要
。

問

子育て支援のため、児童館の閉館時間を19時に
延長は必要
ただし課題解決が必要

町 長

参
事
制
度
の
検
証

　
　
　

参
事
制
度
導
入
の

目
的
は
。

総
括
担
当
参
事　

町
長
と

課
長
の
間
に
総
括
参
事
、

参
事
、
教
育
次
長
を
置
く

こ
と
で
縦
割
り
の
改
善
と

横
の
連
携
に
よ
る
施
策
の

形
成
と
円
滑
な
事
業
実
施

を
目
指
す
。

問

　
　
　

課
長
が
参
事
に
相

談
後
、
町
長
と
相
談
す
れ

ば
二
度
手
間
で
は
な
い
か
。

参
事
に
決
裁
権
を
。

町
長　

二
度
手
間
の
こ
と

も
あ
る
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ

り
、
検
証
・
確
認
が
で
き

て
い
る
。

問

　
　
　

具
体
的
な
業
務
は
。

総
務
・
厚
生
担
当
参
事　

課
長
か
ら
相
談
や
課
題
が

あ
れ
ば
判
断
し
て
指
示
し
、

重
要
案
件
は
総
括
参
事
、

町
長
に
相
談
し
て
い
る
。

問
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町
長
は
就
任
し
て

一
年
、
基
幹
産
業
の
果
樹

政
策
に
つ
い
て
、
現
状
は

見
え
て
い
な
い
が
現
農
業

政
策
の
振
興
実
態
は
。

産
業
観
光
課
長　

①
日
本

一
の
果
樹
産
地
づ
く
り
事

業
②
次
世
代
野
菜
花
き
産

地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
③

遊
休
農
地
解
消
促
進
事
業

が
あ
る
。

問
　
　
　

現
事
業
の
進
捗
状

況
は
。

建
設
・
産
業
担
当
参
事　

①
は
14
件
申
請
②
は
２
件

と
な
っ
て
い
る
。

問
　
　
　

後
継
者
の
人
材
不

足
。
新
た
な
担
い
手
の
確

保
・
育
成
に
つ
い
て
。

産
業
観
光
課
長　

新
規
就

農
者
に
農
業
次
世
代
人
材

投
資
資
金
。
新
た
な
担
い

手
育
成
に
は
農
業
担
い
手

交
流
会
補
助
金
が
あ
る
。

建
設
・
産
業
担
当
参
事　

新
規
農
業
次
世
代
人
材
投

資
資
金
は
１
件
、
交
流
会

補
助
は
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動

が
で
き
て
い
な
い
。

問

　
　
　

中
山
間
地
区
に
お

け
る
放
棄
農
地
対
策
は
。

産
業
観
光
課
長　

中
山
間

地
域
等
直
接
交
付
金
・
鳥

獣
被
害
対
策
、
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
が
あ
る
。

建
設
・
産
業
担
当
参
事　

鳥
獣
対
策
は
防
護
柵
74
件

補
正
予
算
を
組
み
対
応
。

問
　
　
　

果
樹
を
含
む
単
価

低
迷
化
対
策
。
ブ
ラ
ン
ド

商
品
育
成
は
。

産
業
観
光
課
長　

改
植
・

戦
略
品
種
・
輸
出
用
品
種

の
栽
培
。
小
規
模
園
地
整

備
・
ハ
ウ
ス
施
設
整
備
等

の
補
助
事
業
。
有
機
栽
培

団
体
へ
の
補
助
。
観
光
農

園
の
Ｐ
Ｒ
。
加
工
品
・
道

の
駅
等
の
直
売
が
あ
る
。

問

町長の考える農業振興政策とは
国・県の動向
　　農家の意見を参考に取り組む

町 長

　
　
　

町
長
の
農
業
政
策

想
い
は
。

町
長　

本
町
に
お
け
る
農

業
の
課
題
は
、
国
が
抱
え

る
共
通
の
課
題
だ
。
①
耕

作
放
棄
地
対
策
②
後
継
者

対
策
③
有
害
鳥
獣
被
害
対

策
の
３
点
が
深
刻
で
あ
る
。

①
の
対
策
と
し
て
障
害
者

施
設
等
の
協
力
を
い
た
だ

き
加
工
用
み
か
ん
の
栽
培

調
達
を
、
ま
た
他
地
域
の

第
三
者
耕
作
に
よ
る
集
落

営
農
の
維
持
②
の
対
策
は

パ
ソ
コ
ン
活
用
の
ネ
ッ
ト

販
売
、
道
の
駅
等
の
直
売

等
で
作
付
け
品
目
の
差
別

化
等
で
収
益
改
善
を
図
る

③
は
イ
ノ
シ
シ
防
護
柵
対

策
、
耕
作
放
棄
地
を
減
ら

し
鳥
獣
が
好
む
餌
を
作
ら

な
い
事
。
多
く
の
課
題
が

山
積
す
る
中
で
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
む
。

国
・
県
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
農
家
の
意
見
を
参
考

に
取
り
組
む
。

問
　
　
　

令
和
２
年
度
果
樹

は
生
産
量
が
減
少
、
単
価

は
前
年
よ
り
微
増
だ
。

本
町
は
フ
ル
ー
ツ
の
町
で

展
開
だ
が
紀
の
川
市
も
フ

ル
ー
ツ
の
町
で
売
り
出
し

て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
化
に

よ
り
単
価
は
本
町
よ
り
高

価
格
で
あ
る
。
広
域
で
さ

ら
な
る
販
売
強
化
ブ
ラ
ン

ド
化
を
と
考
え
る
。
紀
北

伊
都
地
区
で
フ
ル
ー
ツ
サ

ミ
ッ
ト
を
計
画
し
て
広
域

戦
略
に
よ
る
推
進
強
化
は
。

建
設
・
産
業
担
当
参
事　

産
地
と
し
て
の
自
負
が
あ

る
。
観
光
と
同
一
的
な
広

域
で
の
取
り
組
み
が
必
要
。  

　
「
紀
の
川
フ
ル
ー
ツ
サ
ミ

ッ
ト
」
を
県
等
に
協
議
し

た
い
。

町
長　

紀
の
川
市
は
果
実

産
出
額
県
内
１
位
、
近
畿

で
２
位
。
本
町
は
県
内
７

位
、
近
畿
で
８
位
で
あ
る
。

紀
の
川
市
抜
き
で
の
紀
の

川
フ
ル
ー
ツ
サ
ミ
ッ
ト
は

実
現
し
な
い
。
紀
の
川
市

に
打
診
し
た
い
。

問

たわわに実った市街地放棄農地の柿

　
　
　
　
　

農
作
物
の
被

害
甚
大
な
、
野
鳥
特
に
カ

ラ
ス
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

そ
の
他
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紀
北
エ
リ
ア
の
伊

都
那
賀
地
域
に
は
、
現
在

普
通
科
が
５
校
あ
り
、
専

門
科
は
紀
北
農
芸
と
紀
北

工
業
だ
。
那
賀
、
貴
志
川
、

粉
河
、
笠
田
、
橋
本
高
校

の
関
係
者
が
話
を
し
た
ら
、

な
く
な
る
の
は
貴
志
川
と

笠
田
だ
と
い
う
話
に
し
か

な
ら
な
い
。
12
月
３
日
の

笠
田
高
校
で
開
か
れ
た
懇

談
会
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
は

笠
田
高
校
が
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
を
前
提
に
話
を

し
、
そ
れ
に
対
し
県
教
育

委
員
会
が
答
え
る
と
い
う

図
式
に
な
っ
た
。
町
長
も

参
加
さ
れ
て
い
た
。
感
想

は
。

町
長　

県
立
高
校
の
再
編

は
、
地
域
づ
く
り
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
。
特
に

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線
の
沿
線
自

問

治
体
は
、
路
線
バ
ス
も
廃

止
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線

の
維
持
が
必
須
で
あ
り
、

そ
の
維
持
は
、
高
校
生
の

通
学
に
依
存
し
て
い
る
。

再
編
に
つ
い
て
は
一
定
の

理
解
を
す
る
が
、
慎
重
に

進
め
る
べ
き
だ
。
ま
た
、

大
学
が
採
用
し
て
い
る
よ

う
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
制
で

授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
移

動
し
て
行
う
な
ど
も
考
え

る
べ
き
だ
と
要
望
し
た
。

県
教
育
委
員
会
の
高
校
再

編
に
対
す
る
考
え
方
は
、

柔
ら
か
く
な
っ
た
印
象
を

受
け
た
。

　
　
　

笠
田
高
校
の
存
続

に
つ
い
て
率
直
な
思
い
を
。

教
育
長　

地
元
に
高
校
が

あ
る
の
は
、
交
通
の
便
や

地
域
の
活
性
化
を
は
じ
め
、

子
ど
も
た
ち
が
夢
や
目
標

を
身
近
に
感
じ
、
選
択
の

幅
が
広
が
る
等
々
の
利
点

が
あ
る
。
し
か
し
、
地
元

か
ら
の
進
学
者
が
年
々
減

少
し
て
い
る
。
ど
こ
に
課

題
が
あ
る
の
か
。
関
係
者

が
目
を
向
け
る
こ
と
が
、

問

笠
田
高
校
や
紀
北
農
芸
高

校
の
存
続
や
在
り
方
に
つ

な
が
る
。
地
元
の
高
等
学

校
と
し
て
魅
力
あ
る
学
校

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
地

元
中
学
校
と
地
元
高
校
と

の
連
携
し
た
取
り
組
み
や

キ
ャ
リ
ア
教
育
が
真
の
も

の
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

こ
う
い
っ
た
振
り
返
り
な

し
に
、
地
元
高
校
の
存
続

を
訴
え
て
も
県
に
は
届
き

に
く
い
。
今
こ
そ
、
高
校

教
育
、
地
元
校
の
在
り
方

を
考
え
る
と
き
で
は
な
い

か
。
地
域
の
学
校
の
存
続

は
誰
も
が
望
む
こ
と
で
あ

り
、
私
も
そ
の
一
人
だ
。

笠田高校の存続へ一緒に運動を
地域と共存できる
　　高校の存在が必要

町 長

天
野
、
志
賀
、
新
城
に

　
　
　
　
　

公
民
館
設
置
を

　
　
　

天
野
、
志
賀
、
新

城
に
公
民
館
設
置
を
。
人

は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

と
集
落
支
援
員
制
度
で
確

保
す
る
。
こ
れ
で
人
も
含

め
て
公
民
館
は
設
置
で
き

る
の
で
は
。

教
育
長　

今
後
検
討
し
た

い
。 問

て
ほ
し
い
。

町
長　

公
民
館
は
旧
小
学

校
区
程
度
を
区
域
と
し
て

設
置
す
べ
き
。
天
野
、
志

賀
、
新
城
地
域
に
は
、
公

民
館
活
動
と
言
っ
て
も
過

言
で
な
い
地
域
活
動
が
あ

り
、
活
動
を
持
続
す
る
た

め
に
も
、
３
地
域
へ
の
公

民
館
の
設
置
は
必
要
だ
と

考
え
る
。
た
だ
し
公
民
館

は
、
地
域
住
民
が
設
置
し

た
い
と
望
ん
だ
上
で
設
置

す
べ
き
だ
。

　
　
　

３
年
た
っ
た
ら
地

域
の
こ
と
は
分
か
る
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
３

年
後
は
集
落
支
援
員
と
い

う
形
で
６
年
間
、
検
討
し

問

　
　
　

一
緒
に
反
対
運
動

を
。

町
長　

地
域
と
共
存
で
き

る
高
校
の
存
在
が
必
要
。

こ
の
こ
と
も
含
め
県
に
要

望
し
て
い
き
た
い
。

問

住民の力で笠田高校の存続を
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農
林
業
に
従
事
す

る
者
は
、
生
業
を
営
み
、

使
命
感
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
大
変
な
時

代
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る

か
。

町
長　

日
本
の
農
業
は
米

作
り
を
中
心
に
発
達
し
て

き
た
。
水
が
非
常
に
重
要

な
役
割
を
占
め
、
そ
の
時

期
な
ど
地
域
み
ん
な
で
話

し
合
い
、
ま
た
大
事
な
水

路
を
皆
で
保
全
し
て
き
た
。

国
連
家
族
農
業
10
年
が
出

さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
だ

け
で
な
く
世
界
で
人
類
の

食
を
支
え
て
い
る
。
耕
作

放
棄
地
、
後
継
者
対
策
、

有
害
鳥
獣
の
対
策
の
３
点

は
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
農
業
自
体
を
個
々

で
な
く
集
落
全
体
で
考
え
、

集
落
営
農
の
維
持
が
大
切
。

問

本町の農業課題と対応は ―現状から問う―
個々で考えるのではなく
　　集落営農を維持するのが大切

町 長

トビイロウンカに侵された水田
（過去には爆弾と言われたウンカ被害）

どうなるのか笠田中農地造成地

　
　
　

国
土
保
全
は
行
政

で
は
な
く
、
中
山
間
地
で

生
活
す
る
者
の
役
割
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。
国
民
の

傲
慢
が
全
て
の
物
事
を
衰

退
さ
せ
た
。

町
長　

戦
後
30
年
間
ぐ
ら

い
日
本
の
農
業
は
苦
し
い

状
況
に
あ
っ
た
。
後
継
者

に
な
ら
な
い
教
育
を
も
進

め
て
き
た
実
態
も
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
直
売

所
販
売
等
の
工
夫
で
収
益

を
生
む
農
業
が
可
能
で
あ

り
、
暗
く
は
な
い
。
量
販

を
扱
っ
て
く
れ
る
Ｊ
Ａ
な

ど
に
出
し
て
い
る
だ
け
で

は
収
益
が
上
が
ら
な
い
の

も
事
実
だ
。

問
ご
う
ま
ん

　
　
　

笠
田
中
の
農
地
造

成
を
目
指
し
て
い
た
農
地

は
今
も
そ
の
と
お
り
か
。

産
業
観
光
課
長　

中
間
管

理
機
構
を
利
用
し
た
農
地

造
成
を
目
指
し
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
今
は
地
域

住
民
の
方
々
と
の
話
し
合

い
で
農
地
外
の
活
用
に
つ

い
て
、
検
討
、
協
議
を
重

ね
て
い
る
。

問

　
　
　

国
土
保
全
と
は
多

面
的
機
能
、
水
田
稲
作
農

業
で
、
豪
雨
時
は
ダ
ム
機

能
を
発
揮
さ
せ
る
。
岸
、

畦
畔
を
大
事
に
し
て
頑
張

り
た
い
。
「
農
は
国
の
基

な
り
」
の
名
言
が
あ
る
。

故
渡
辺
副
総
理
の
言
葉
を

思
い
出
す
。
２
０
２
０
年

は
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
年

だ
っ
た
。
概
算
値
が
出
て

い
る
と
思
う
が
。

問

も
と
い

産
業
観
光
課
長　

現
在
把

握
し
て
い
る
の
は
、
果
樹

８
５
９
戸
で
面
積
８
４
７

ha
、
野
菜
１
７
４
戸
で
面

積
49　

、
水
田
１
８
８
戸

で
面
積
１
１
０
ha
、
農
家

戸
数
に
つ
い
て
は
９
６
４

戸
で
５
年
間
で
64
戸
が
減

少
と
な
っ
た
。
出
来
具
合

に
つ
い
て
は
、
今
年
夏
の

高
温
少
雨
に
よ
る
桃
の
腐

敗
、
柿
が
例
年
よ
り
小
果
、

稲
作
は
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

に
よ
り
作
況
指
数
値
92
の

不
良
で
あ
っ
た
。
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中
堅
・
若
手
職
員

の
人
材
育
成
と
「
大
学
の

ふ
る
さ
と
制
度
」
の
活
用

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　

町
に
は
「
次
代
の
ま
ち

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

そ
の
目
的
と
役
割
は
。

企
画
公
室
長　

ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
斬
新
な
ア
イ

デ
ア
の
提
案
を
行
い
、
住

民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
行
政

運
営
に
寄
与
し
、
職
員
の

町
政
に
対
す
る
参
加
意
識

を
醸
成
す
る
こ
と
が
目
的
。

45
歳
未
満
の
町
民
お
よ
び

町
職
員
で
構
成
、
任
期
は

２
年
。

町
長　

も
う
少
し
内
容
を

充
実
し
て
、
３
年
、
５
年

の
間
に
実
現
し
よ
う
と
期

限
を
切
っ
て
あ
る
程
度
や

ら
な
い
と
。

問

　
　
　

若
手
育
成
の
具
体

例
と
し
て
、
紀
の
川
市
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。

現
在
、
紀
の
川
市
で
は

〝
デ
ー
タ
を
駆
使
す
る
若

手
育
成
〞
と
い
う
こ
と
で
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
政

策
・
立
案
が
で
き
る
若
手

職
員
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
デ
ー
タ
分
析
を

し
た
中
で
、
立
案
さ
れ
た

の
が
「
奨
学
金
返
還
支
援

事
業
助
成
金
」。
４
月
以

降
に
奨
学
金
返
還
を
始
め

る
30
歳
未
満
の
市
民
を
対

象
に
、
定
住
を
条
件
に
、

最
大
12
万
円
を
５
年
間
交

付
す
る
制
度
。
も
う
一
つ

は
「
若
者
定
住
促
進
住
宅

取
得
奨
励
金
」。
40
歳
未

満
の
市
民
が
住
宅
を
購
入

し
た
場
合
に
、
最
大
50
万

円
を
助
成
す
る
も
の
。
周

辺
市
町
村
の
人
口
動
態
の

分
析
か
ら
、
市
周
辺
の
住

民
ら
は
、
結
婚
を
機
に
条

件
の
よ
い
借
家
を
求
め
て
、

和
歌
山
市
内
や
岩
出
市
に

住
み
替
え
を
検
討
す
る
と

分
析
。
そ
う
い
う
仮
説
を

立
て
て
紀
の
川
市
へ
呼
び

込
む
た
め
の
定
住
制
度
と

し
て
作
っ
た
も
の
。
こ
う

し
た
人
材
育
成
の
や
り
方

は
ど
う
思
う
か
。

企
画
公
室
長　

今
回
、
外

部
の
デ
ー
タ
分
析
の
プ
ロ

に
よ
る
研
修
を
行
う
こ
と

で
、
デ
ー
タ
分
析
の
手
法

や
仮
説
の
裏
付
け
作
業
等

学
ん
だ
。
デ
ー
タ
分
析
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
こ

と
が
、
人
口
減
少
対
策
の

た
め
の
新
た
な
事
業
、
立

案
に
役
立
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

問
　
　
　

中
堅
・
若
手
職
員

の
人
材
育
成
と
い
う
の
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
公
室
長　

町
の
課
題

を
把
握
し
、
地
域
の
活
性

化
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

り
、
広
い
視
野
を
持
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
、
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
の
担
い
手
と
い
う

位
置
づ
け
で
、
人
材
育
成

と
し
て
の
役
割
を
持
っ
て

い
る
。

問

中堅・若手の人材育成でまちづくりを
他市の事例も参考に進める町 長

　
　
　

「
大
学
の
ふ
る
さ

と
制
度
」
の
活
用
例
も
あ

る
。
由
良
町
の
ケ
ー
ス
だ
。

由
良
町
で
は
、
町
職
員
の

人
材
育
成
を
学
術
面
か
ら

支
援
す
る
と
い
う
こ
と
で

大
阪
の
摂
南
大
学
と
協
定

を
結
び
、
若
手
職
員
２
人

を
入
学
さ
せ
ウ
ェ
ブ
通
信

で
学
ん
で
い
る
。
役
場
に

い
な
が
ら
に
し
て
、
大
学

の
先
進
的
な
学
問
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

町
長
の
感
想
は
。

町
長　

他
市
の
事
例
も
参

考
に
進
め
た
い
。

問

　
　
　
　
　

来
年
度
の
予

算
編
成
と
税
収
の
確
保
お

よ
び
、
学
校
給
食
の
無
償

化
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

そ
の
他

職員の「次代のまちづくりプロジェクトチーム」会議中

〝　

注
意
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一般質問

　
　
　

か
つ
ら
ぎ
町
は

「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市

宣
言
の
町
」
で
あ
る
。
核

兵
器
そ
の
も
の
を
違
法
と

す
る
新
し
い
国
際
規
範
、

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が

２
０
２
１
年
１
月
22
日
に

発
効
す
る
。
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
か
。

町
長　

実
効
性
の
な
い
条

約
と
感
じ
る
。
核
保
有
国

も
入
っ
た
う
え
で
議
論
す

べ
き
。

問
　
　
　

核
保
有
国
が
入
っ

て
い
な
い
か
ら
と
い
う
の

は
、
核
兵
器
に
依
存
し
続

け
る
と
い
う
選
択
だ
。
日

本
は
こ
の
条
約
に
ま
だ
参

加
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま

で
の
核
軍
縮
は
国
家
間
の

議
論
だ
っ
た
が
、
こ
の
核

兵
器
禁
止
条
約
発
効
に
よ

っ
て
初
め
て
、
核
兵
器
は

許
さ
れ
な
い
も
の
と
い
う

人
道
的
な
視
点
が
採
用
さ

れ
た
。
こ
こ
ま
で
の
道
の

り
を
牽
引
し
て
き
た
の
は
、

当
事
者
で
あ
る
被
爆
者
や

市
民
の
運
動
だ
。
か
つ
ら

ぎ
町
は
地
方
自
治
体
と
し

て
そ
の
運
動
を
励
ま
し
て

き
た
。
町
と
し
て
行
っ
て

き
た
こ
と
は
。

総
務
課
長　

原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進
で
は
、

役
場
前
集
会
で
町
長
が
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
る
。

関
連
で
、
協
賛
金
へ
の
協

力
、
ペ
ナ
ン
ト
記
帳
、
核

兵
器
廃
絶
へ
の
賛
同
署
名
、

役
場
で
の
募
金
箱
設
置
。

ま
た
、
反
核
平
和
マ
ラ
ソ

ン
へ
の
協
力
、
戦
没
者
追

悼
慰
霊
式
へ
の
予
算
支
出
、

非
核
の
政
府
を
求
め
る
和

歌
山
県
民
総
会
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問

　
　
　

２
０
１
６
年
に
被

爆
者
団
体
が
取
り
組
み
始

め
た
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
」
は
、
す
べ
て
の
国

に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の

参
加
を
求
め
る
も
の
だ
が
、

町
長
は
署
名
を
し
て
い
る

か
。

町
長　

記
憶
が
不
確
か
だ
。

問

日本は核兵器禁止条約に参加すべきか
賛成も反対も述べる立場にない町 長

宣言は平成３年９月12日議決
（かつらぎ公園前道路沿い）

被爆者支援の募金箱
（役場住民福祉課カウンター）

　
　
　

日
本
非
核
宣
言
自

治
体
協
議
会
と
い
う
団
体

か
ら
、
２
０
１
６
年
10
月

28
日
、
当
時
の
外
務
大
臣

あ
て
に
要
請
文
が
送
ら
れ

て
い
る
。
核
兵
器
禁
止
条

約
の
交
渉
開
始
を
求
め
る

決
議
案
が
国
連
の
委
員
会

で
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
と
し
、

「
残
念
な
こ
と
に
我
が
国

は
、
反
対
の
立
場
を
表
明

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
…

ま
こ
と
に
遺
憾
で
す
。」

と
し
て
い
る
。
こ
の
協
議

会
に
か
つ
ら
ぎ
町
も
加
盟

し
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

協
議
会
の
会

長
は
長
崎
市
長
で
、
か
つ

ら
ぎ
町
も
加
盟
し
て
い
る
。

問
　
　
　

日
本
政
府
は
核
兵

器
禁
止
条
約
に
参
加
す
べ

き
と
町
長
は
考
え
る
か
。

町
長　

国
の
判
断
に
委
ね

る
必
要
が
あ
る
。
賛
成
も

反
対
も
述
べ
る
立
場
で
な

い
。 問

役
職
署
名
と
し
て
こ
の
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
に
記

名
し
て
い
る
。
次
に
、
被

爆
２
世
の
ク
ス
ノ
キ
と
ア

オ
ギ
リ
に
つ
い
て
。
２
年

前
の
東
芝
議
員
の
一
般
質

問
で
、
そ
の
２
本
の
木
は

西
部
公
園
へ
移
し
た
い
と

の
答
弁
だ
っ
た
。
そ
の
後

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

２
本
の
苗
木

は
平
成
14
年
度
に
そ
れ
ぞ

れ
長
崎
と
広
島
へ
申
し
込

み
を
し
、
譲
渡
さ
れ
植
樹

し
た
も
の
だ
。
大
き
く
成

長
し
て
お
り
、
移
植
で
き

た
と
し
て
も
活
着
が
保
証

で
き
な
い
と
の
園
芸
業
者

の
話
。
改
め
て
説
明
板
の

設
置
な
ど
検
討
す
る
。

　
　
　

主
催
者
団
体
の
回

答
に
よ
れ
ば
、
町
長
は
、

問
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都
市
計
画
道
路

　
　
　

の
見
直
し

無
料
巡
回
バ
ス

　
　
　

実
施
実
態

　

９
月
28
日
道
の
駅
く
し
が
き
の
里
指
定
管

理
の
進
捗
状
況
、
10
月
29
日
都
市
計
画
道
路

の
見
直
し
、
天
野
簡
易
水
道
拡
張
の
進
捗
状

況
、
12
月
３
日
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
状
況

な
ど
を
審
議
し
た
。

　

昭
和
32
年
10
路
線
、
平

成
10
年
２
路
線
が
都
市
計

画
決
定
。
京
奈
和
自
動
車

道
や
国
道
４
８
０
号
鍋
谷

峠
道
路
の
開
通
で
交
通
量

に
変
化
、
今
後
の
交
通
ア

ク
セ
ス
の
効
率
化
を
図
る

た
め
見
直
し
て
い
る
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
活
用

し
た
無
料
巡
回
バ
ス
運
行

状
況
の
報
告
を
受
け
、
利

用
者
の
実
態
は
女
性
高
齢

者
が
多
く
買
い
物
が
主
流
。

課
題
は
、
住
民
の
多
い
所

へ
の
ル
ー
ト
の
増
設
や
バ

ス
停
の
ベ
ン
チ
未
設
置
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

紀
北
分
院
と
の

　

懇
談
に
向
け
て

福
祉
有
償
運
送
の

　

実
際
か
ら
学
ぶ

10
月
７
日
、
11
月
20
日
、
12
月
４
日
委
員
会

を
開
催
。

　

紀
北
分
院
と
か
つ
ら
ぎ

町
の
地
域
医
療
に
関
す
る

協
定
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
連
携
が
図
ら
れ
て
い

る
の
か
、
町
当
局
が
提
出

し
た
資
料
に
基
づ
い
て
取

り
組
み
の
状
況
を
さ
ら
に

確
認
し
た
。
た
だ
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
を
め
ぐ
っ

て
、
分
院
の
対
応
が
緊
迫

感
を
増
し
て
き
た
の
で
、

状
況
が
落
ち
着
く
ま
で
具

体
化
を
延
期
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

12
月
４
日
は
、
福
祉
有

償
運
送
事
業
を
行
っ
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
さ
さ
え

あ
い
橋
本
」
と
橋
本
市
教

育
文
化
会
館
で
懇
談
し
た
。

福
祉
有
償
運
送
に
登
録
さ

れ
た
会
員
８
０
０
人
は
、

す
べ
て
橋
本
市
の
い
き
い

き
健
康
課
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
紹
介

を
受
け
た
も
の
で
、
会
員

登
録
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
に
同
行
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。

　

会
員
の
ほ
と
ん
ど
は
、

介
護
保
険
の
要
支
援
、
要

介
護
認
定
者
で
あ
り
所
得

の
低
い
人
々
。
委
員
が
質

問
し
た
民
間
と
の
す
み
分

け
に
つ
い
て
は
「
タ
ク
シ

ー
会
社
か
ら
の
ク
レ
ー
ム

は
な
い
」
と
回
答
し
た
。

㎞
当
た
り
の
利
用
料
は
１

０
０
円
。
１
０
０
円
の
内

訳
は
、
必
要
経
費
の
み
で

運
転
手
の
人
件
費
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
導
入
を
検

討
す
る
一
助
と
な
る
視
察

だ
っ
た
。

　

福
祉
有
償
運
送
は
、
買

い
物
、
病
院
、
施
設
、
個

人
宅
へ
の
訪
問
な
ど
会
員

の
移
動
を
保
障
す
る
も
の

で
、
運
転
手
は
、
橋
本
市

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
を
通
じ
て
毎
年
募
集
し

て
補
充
さ
れ
て
い
る
。
１

「ささえあい橋本」と懇談する委員会

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
無
料
で

巡
回
バ
ス
に
活
用
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町を勉強するために議会を訪れた。最初に驚い
たのは議員さんも、職員の皆さんもが正装で定
刻通りに議事が進行して行った。もとの住んで
いた習志野とは雰囲気が一寸違っていた。
日本もどの議場に於いても７：３から６：４に
男女の比率を高めてほしい。（70代男性）

２名の立候
補者による

議長選挙か
ら始まった

が、仮にも
有権者であ

る町民の前
で「改選後

の２年間は
特に何もし

ていない」
「一般質問

も特にして
いない」「

質疑する必
要がないと

きもある」
「議会で発

言しないの
も個性であ

る」この様
な発言を平

然と行い議
場に立つ姿

に怒りを覚
える。町民

の代弁者で
あることす

ら忘れてい
るのではな

いか。（4
0代男性）職員の居眠りと思われる態度も目に付く。本人は分かっているハズであり、改めるべき。議員の態度も傍聴席からはよく見える。この様な議会を公開など出来るはずがない。（40代男性）

３月よりモニターとして本会議・
委員会と傍聴しているが、今回の
本会議は今までの傍聴の中で１番
退屈であった。正に担当課長によ
る配布資料の読み聞かせ会である。
議案に関しての賛成・反対意見も
１名のみ。特定政党によるパ
フォーマンスと受け取るぐらいで
あった。他の意見も聞ければと思
うと、残念な傍聴時間であった。
　　　　　　　　（40代男性）

特定議員の発言ばか
り聞いているが、全

く発

言しない議員はどの
様なスタンスで議会

に参

加しているのか知り
たい。メモも取らず

、配

布資料にも手を付け
ない議員がいる様子

が傍

聴席からよく見える
。（40代男性）

幾度か傍聴させていただき感じたことは静かで議案が粛々と進行されているのは好ましいことですが、激しさとユーモアが沈滞しているように見受けました。
モニターと共に関心のある議員、職員がプライベートで年に２～３度普段着で気軽に話し合える機会を作って頂きたい。　　　（70代男性）

議会だより　今年から新しくなり、イラストや写真を多く取り入れ、読みやす
くなっているそうです。写真を用意したり、インタビューをしたり、議会だよ
りを作成するまでのご苦労も聞き、出来上がるまで大変だと思いました。いろ
んな意見を出し合いスムーズに進行していました。次回も楽しい、読みやすい、
わかりやすい、議会だよりを楽しみにしています。（70代女性）

毎回、なにも考えずに読ませて頂いていましたが、編集
には沢山の基本原則がある事を知りました。特に紙面割
りの基本、目線の流れ、１ページ800字を基本とするな
ど。編集の大変さがよくわかりました。（70代女性）

町内の紀北分院との関わりについて傍聴させてもらいました。分院設立の基本
理念・基本方針に、地域密着と地域のニーズに応えることを目指していると記
されていました。高齢化してくると本当に地域にある紀北分院の医療充実が望
まれます。そんな実情も議員さん達が耳にした経験もあるようで、紀北分院の
課題解決に一生懸命に取りくみ討論している声を聞き安心しました。日頃の町
民の声を大事にしてくれている姿がよくわかりました。（70代女性）

【本会議】 【委員会】
〇議会だより編集特別委員会

〇厚生文教常任委員会

議会モニターの声 　町民の声を議会運営に反映するため、令和２年度議会モニ
ターを募集した。公募３人、団体推薦10人の計13人。主な内容
は、議会の本会議や委員会を傍聴しレポートなどを提出する。
（※提出レポートより原文のまま一部を抜粋して掲載）

　

10
月
27
日
、
12
月
17
日
委
員
会
開
催
。
主

な
内
容
は
、
各
団
体
と
の
懇
談
会
実
施
に
向

け
た
内
容
確
認
や
日
程
調
整
、
議
会
映
像
配

信
の
実
施
時
期
や
配
信
に
あ
た
っ
て
の
問
題

点
、
令
和
３
年
度
の
議
会
モ
ニ
タ
ー
募
集
に

伴
う
内
容
の
確
認
等
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　

町
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
紀
北
か
わ
か
み
、
議
会
モ
ニ

タ
ー
と
の
各
懇
談
会
開
催
に
向
け
、
内
容
や
参
加

人
数
等
を
協
議
。
令
和
３
年
１
月
か
ら
２
月
開
催

で
調
整
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
延
期
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
開
催
時
期
は
未
定
）

団
体
懇
談
会

　

令
和
３
年
６
月
会
議
（
一
般
質
問
）
か
ら
の
映

像
配
信
準
備
に
向
け
、
想
定
さ
れ
る
各
問
題
点
等

を
出
し
合
い
、
次
回
の
委
員
会
で
６
月
ま
で
の
実

施
工
程
表
を
作
成
す
る
と
と
も
に
審
議
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

議
会
映
像
配
信

　

令
和
３
年
度
の
一
般
公
募
の
内
容
検
討
を
行
っ

た
。
ま
た
、
各
委
員
が
町
民
に
声
掛
け
を
行
い
、

一
般
公
募
者
を
多
数
選
出
す
る
よ
う
働
き
か
け
る

等
の
意
見
が
あ
り
、
次
回
委
員
会
で
は
引
き
続
き

審
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　

（
募
集
時
期
は
令
和
３
年
２
月
予
定
）

議
会
モ
ニ
タ
ー
募
集

議会だよりかつらぎ
2021.2.1　88号25

議会だよりかつらぎ
2021.2.1　88号 24

町
民
に
開
か
れ
た

わ
か
り
や
す
い
議
会
を
目
指
し

　
　
　
　
　
　

モ
ニ
タ
ー
募
集

募集人数　10人程度
任期　１年間（４月～３月）
職務
　①本会議や委員会を傍聴し
　　意見を提出
　②議会だよりやホームペー
　　ジに関する意見を提出 
　③議員との意見交換　など
謝礼　あり
応募資格
　①満18歳以上
　②町議会に関心があること
　③町政および地域社会の
　　発展に関心があること

詳しくは
町広報２月号折り込みチラシ参照

　

議
会
で
は
、
町
民
の
声
を
直
接
聞
く
た
め
小
グ

ル
ー
プ
や
各
種
団
体
と
懇
談
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
３
６
―
22
―
０
６
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４

団
体
と
議
会
の
意
見
交
換
会
募
集

モニター説明会にて
傍聴席より議場を見学



和歌山県かつらぎ町議会：〒649-7192 和歌山県伊都郡かつらぎ町大字丁ノ町2160番地
TEL.0736-22-0300㈹ FAX.0736-22-0604 http://www.town.katsuragi.wakayama.jp/gikai/

　次世代シリーズ「がんばる人」は、スポーツや文化活動などで
がんばっている子どもたちを紹介します。学校の中だけでなく、
民間や地域団体、個人でがんばっているのもＯＫです。

議会だよりかつらぎ
2021.2.1　88号

次世代
シリーズ

これからの「かつらぎ町」を担うのは君だ ！
がんばる人
紹  介

①頑張っていること
②始めたきっかけ
③将来の夢
④かつらぎ町の好きなところ

大谷小学校５年

眞田凉花さん
  さな だ りょうか

妙寺中学校３年

四橋　大さん
よつはし　　だい

①バスケと駅伝の練習です。
②体験に行き、すごく楽しか
ったからです。
③看護師になりたいです。
④フルーツと自然がたくさん
ある所です。

①好きな野球と勉強を全力で頑
張っています。
②兄と一緒に野球がしたかった
からです。
③人の役に立てる物を作る人に
なりたいです。
④自然豊かでフルーツが美味し
いところです。

①ピアノと少林寺拳法をがんばっ
ています。
②お姉ちゃんたちがやっていたか
らです。
③みんなから頼られる人になりた
い。
④みんなやさしくて、果物がいっ
ぱいある所。

26

大谷

眞
 さな

寺中学校３年

四橋　大さん
よつはし　　だい

笠田小学校６年

雪谷政宏さん
ゆきたにまさひろ
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